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１．はじめに 

災害時の安否確認方法としてアクティブ

RFID タグを用いることを提案し，その電源確

保について検討を行ってきた[1]．アクティブ

RFID タグは，一定間隔で電波を発信する無線

通信モジュールであり，リーダーで電波を受信

することで遠隔からの位置特定等が可能である．

緊急時に備えて，日頃からアクティブ RFID タ

グを身につけておくことで所在地確認を含む安

否確認が可能であると考えている．災害時にお

いては，津波や土砂崩れに巻き込まれる場合も

あり，水や土などの媒質中から電波を発信する

必要がある． 

本研究では，異なる媒質中でアクティブ RFID

タグの電波に及ぼす影響について検討を行った． 

 

２．実験方法 

本検討では，媒質として空気・水・塩水・砂・

土の 5 種類を用意し，以下の実験を行った． 

① 異なる媒質中での電波検討 

図 1 は媒質中におけるアクティブ RFID タグ

から発信される電波の測定を示す．水槽の中に

アクティブ RFID タグとひとつの媒質を入れ，

そのときに発信される電波の利得を測定した． 

② 周波数を変化させた時の電波検討 

図 2では周波数を変化させた時の利得測定を

示す．発振器の周波数帯域はアクティブ RFID

タグの周波数を基準とし，300～500[MHz]とし

た. これら 2 つの実験は他の電波を遮へいするた

めに電波暗室で行った． 

 

 
図 1. 異なる媒質中での利得測定 

 
図 2. 周波数を変化させた時の利得測定 

 

３．実験結果 

① 異なる媒質中での電波検討 

 表 1は図 1でのアクティブRFIDタグと各媒質

の利得を示している．塩水以外の各媒質におけ

る発信電波は，空気中と比べて減衰が少なかっ

た． 

表 1.媒質中でのアクティブ RFID タグの 

利得 

媒質 
絶対利得 

[dBm] 

空気 -64.72 

水 -48.53 

塩水 -79.14 

砂 -59.41 

土 -56.48 

 

② 周波数を変化させた時の電波検討 

図 3 は 300～500[MHz]までの各媒質の利得を

示す．水以外の各媒質は特に 350[MHz]付近の減

衰が少ないことが分かる．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 周波数変化時の絶対利得 

 

４．まとめ 

媒質中でのアクティブ RFID タグの発信電波

は空気中に比べ減衰が少ない．周波数を変えた

場合は急激に減衰する時があり，水槽での反射

が原因と考えられる． 
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